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同
窓
会
々
員
の
皆
様
に
は
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
宇
工
高
同

窓
会
の
歩
む
べ
き
道
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
１
０
０
周
年
の
道
の
り

を
振
り
返
る
中
で
、
母
校
・
宇
工

高
の
発
展
に
ど
れ
ほ
ど
貢
献
を
果

た
し
て
い
け
る
か
が
当
面
の
課
題

と
な
り
ま
す
。
本
校
は
２
０
２
３

年
度
に
、
学
校
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
す
。
５
年
間
の
道
の

り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
今
ま
で
の
歩
ん
で

き
た
歴
史
を
見
つ
め
、
将
来
の
形

を
「
記
念
誌
の
発
行
」
と
い
う
方

法
で
記
録
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ

は
「
記
念
事
業
」
を
行
う
こ
と
で

す
。
１
０
０
周
年
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
学
校
創
立
の
こ
ろ
を
思
い
返

す
縁
（
よ
す
が
）
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
時
代

の
変
化
を
読
み
取
れ
る
よ
う
な
、

１
０
０
周
年
に
相
応
し
い
目
論
見

を
も
っ
た
事
業
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。
宇
工
高
同
窓
会
で
は
、

会
議
を
頻
繁
に
開
い
て
ア
イ
デ
ア

の
募
集
に
努
め
て
い
く
覚
悟
で
実

現
を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

宇
工
高
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
豊
か
な
人
間
性
、
確
か
な
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
、
将
来
の
産
業

界
を
担
う
技
術
者
を
育
成
す
る
」

と
い
う
も
の
に
直
結
す
る
も
の

で
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
機
会

に
相
応
し
い
事
業
が
き
っ
と
あ
り

ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
原
案
と
し
て
の

提
案
で
す
が
、「
奨
学
金
を
支
給

す
る
」
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
己
実
現
を
図
る
の
た
め
の
学
習

や
比
較
的
高
度
な
資
格
試
験
を
受

験
す
る
た
め
の
資
金
調
達
、
生
活

の
支
援
等
に
用
い
る
も
の
で
、
人

数
・
金
額･

期
間
な
ど
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
従
来
の
手
法
で
す
が
「
教

育
活
動
後
援
費
」
と
し
て
学
校
に

委
ね
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
卒
業
式
、
入
学
式
、
創

立
記
念
日
、
体
育
祭
、
文
化
祭
等

に
学
校
に
行
っ
て
挨
拶
を
述
べ
る

機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

に
生
徒
を
理
解
す
る
上
で
判
断
材

料
に
な
る
も
の
を
も
ち
あ
わ
せ
て

お
り
ま
せ
ん
。
私
の
独
り
よ
が
り

に
な
っ
て
い
な
い
か
と
心
配
で

す
。生
徒
が
何
を
求
め
て
い
る
か
、

し
っ
か
り
見
つ
め
て
い
け
る
同
窓

会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
徒

の
み
な
さ
ん
と
教
職
員
、
保
護
者

の
意
見
を
斟
酌
し
て
同
窓
会
と
し

て
の
判
断
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

同
窓
会
で
は
平
成
28
年
２
月
、

旧
宇
工
高
跡
地
に
記
念
碑
「
発
祥

の
地
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
近

く
に
お
越
し
の
際
に
は
是
非
御
覧

に
な
り
、
移
転
し
た
（
２
０
１
１

年
・
平
成
23
年
）
旧
宇
工
高
の
姿

を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
の
中
に
、
懐

か
し
ん
で
下
さ
い
。

　

本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
在

校
生
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
多
く
の
宇
工
生
が
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
ま
し
た
。

運
動
部
関
係
で
は
、
春
の
栃
木
県

高
校
総
合
体
育
大
会
か
ら
始
ま

り
、
厳
し
い
県
大
会
を
勝
ち
抜
き

関
東
大
会
に
多
く
の
宇
工
生
が
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。
夏
の
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会
に
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
、
陸
上
競
技
部
が
見
事
出

場
い
た
し
ま
し
た
。
本
校
の
特

色
で
も
あ
る
も
の
づ
く
り
分
野
で

は
、
関
東
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
木
材
加
工

部
門
第
５
位
、
電
気
工
事
部
門
４

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
第
四
十
二

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
産

業
分
野
横
Ｇ
コ
ン
テ
ス
ト
で
鈴
木

俊
祐
さ
ん
（
機
械
科
３
年
Ａ
組
）

が
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
沖

縄
県
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
六

回
技
能
五
輪
全
国
大
会
配
管
職
種

に
碇　

侑
也
さ
ん
（
環
境
設
備
三

年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

ジ
ャ
パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー

２
０
１
９
大
会
の
出
場
権
も
得
ま

し
た
。

　

定
時
制
で
は
、
夏
の
全
国
定
通

制
高
校
総
合
体
育
大
会
に
、
陸
上

競
技
、
剣
道
で
県
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
し
た
。
第
六
十
六
回
生
徒

生
活
体
験
発
表
会
で
は
素
晴
ら
し

い
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
多
く
の
宇
工
生
が
栃
木

県
か
ら
全
国
に
向
け
活
躍
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

全
日
制
三
年
生
の
進
路
に
つ
い

て
は
、
就
職
で
は
、
地
元
企
業
や

県
内
の
大
企
業
を
中
心
に
十
月
末

に
は
大
部
分
の
生
徒
が
内
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
公
務
員
で
は
、

土
木
技
術
職
で
栃
木
県
庁
、
宇
都

宮
市
役
所
、
真
岡
市
役
所
、
日
光

市
役
所
、
上
三
川
町
、
国
土
交
通

省
に
、
そ
の
ほ
か
に
も
宇
都
宮
消

防
署
、
自
衛
隊
、
栃
木
県
警
、
警

視
庁
に
合
格
し
ま
し
た
。
今
年
も

無
事
に
就
職
内
定
率
百
％
を
達
成

い
た
し
ま
し
た
。
進
学
に
関
し
ま

し
て
も
大
学
進
学
で
は
、
宇
都
宮

大
学(

二
名)

、
横
浜
国
立
大
学
、

群
馬
大
学
、
茨
城
大
学
、
東
京
学

芸
大
学
、
新
潟
大
学
、
北
見
工
業

大
学
、
岩
手
県
立
大
学
、
長
岡
造

形
大
学
、
日
本
大
学
、
日
本
工
業

大
学
、
千
葉
工
業
大
学
、
東
京
電

機
大
学
、
足
利
大
学
、
帝
京
大
学

な
ど
多
く
の
大
学
、
小
山
工
業
高

等
専
門
学
校
（
編
入
）
や
専
門
学

校
で
は
東
京
や
県
内
の
専
門
学
校

か
ら
合
格
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
時
制
の
進
路
に
つ
い
て
は
、

足
利
大
学
（
一
名
）、
地
元
企
業

や
専
門
学
校
へ
の
合
格
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

今
年
も
大
活
躍

会
長

校
長

岡　

田　

義　

治

小　

林　

綱　

芳
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優
勝
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
２
年

の
神
山
颯
斗
さ
ん
と
準
優
勝
し
た

同
科
３
年
の
佐
藤
佑
都
さ
ん
の
２

名
が
、
本
県
代
表
と
し
て
競
技
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

２
人
と
も
大
会
前
は
、
大
変
緊

張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
競
技
が

開
始
さ
れ
る
と
練
習
通
り
の
作
業

工
程
で
、
製
作
時
間
２
時
間
30
分

で
、
精
度
の
高
い
課
題
作
品
を
完

成
さ
ま
し
た
。
建
築
デ
ザ
イ
ン
科

２
年
の
神
山
颯
斗
さ
ん
は
、
本
県

勢
３
人
目
と
な
る
８
年
ぶ
り
、
５

位
入
賞
と
い
う
快
挙
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
今
以
上
に
練
習

を
重
ね
、
来
年
度
に
開
催
さ
れ
る

技
能
五
輪
建
築
大
工
職
種
に
出
場

し
た
い
」と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

本
校
生
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

８
月
４
日
（
土
）
に
本
校
で
開

催
さ
れ
た
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト
電
気
工
事
部
門
栃
木
県

大
会
で
電
気
科
３
年
の
越
谷
拓
海

君
が
準
優
勝
し
、８
月
25
日
（
土
）

に
、
埼
玉
県
の
も
の
つ
く
り
大
学

開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
昨
年
度
参
加
し
た
山
梨

大
会
に
続
き
、
２
年
連
続
の
関
東

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
競
技
は
、
電
気
系
学
科
の

生
徒
を
対
象
に
、
電
気
工
事
の
基

礎
・
応
用
の
技
術
向
上
と
電
気
技

術
者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
的
の
通

り
技
術
を
磨
い
て
き
た
関
東
甲
信

越
地
区
の
代
表
生
徒
16
名
が
、
縦

１
８
０
０
ｍ
ｍ
×
横
１
８
０
０
ｍ

ｍ
の
作
業
板
に
、
１
２
０
分
の
制

限
時
間
内
で
電
気
工
事
を
施
し
、

そ
の
完
成
度
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
、
上
位
入
賞
を
逃
し

と
て
も
残
念
に
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
今
大
会
は
、
２
度
目
の
出
場

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
落

ち
着
い
て
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
本
人
が
目
標
と
す
る

「
正
確
か
つ
早
く
仕
上
げ
る
」
こ

と
も
で
き
、
競
技
後
は
と
て
も
す

が
す
が
し
い
表
情
を
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
大
会
の
結
果

は
、
４
位
入
賞
で
し
た
。
優
勝
と

準
優
勝
は
茨
城
県
の
選
手
で
し
た

が
、
３
位
と
４
位
は
栃
木
県
の
選

手
で
し
た
。
栃
木
県
の
選
手
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
越
谷
君
に
続
き
、
県
大

会
、
関
東
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
全

国
大
会
に
出
場
し
、
活
躍
す
る
選

手
が
本
校
か
ら
育
つ
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す

が
、
猛
暑
の
中
、
熱
心
に
ご
指
導

く
だ
さ
い
ま
し
た
（
株
）
船
見
組
、

　

今
年
度
の
定
時
制
は
、
現
在
87

名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

年
齢
構
成
は
15
歳
か
ら
20
歳
前
半

で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

生
徒
は
約
65
％
で
、
昼
間
は
様
々

な
業
務
に
携
わ
り
、
夕
方
５
時
頃

か
ら
登
校
し
て
き
ま
す
。
疲
れ
て

い
る
様
子
を
見
せ
な
が
ら
も
、
夜

間
勉
学
に
励
も
う
と
す
る
生
徒
た

ち
の
熱
意
に
毎
日
感
心
し
て
い
ま

す
。　

　

今
年
度
の
定
時
制
生
徒
の
活
躍

を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、
６
月
に

行
わ
れ
た
第
57
回
栃
木
県
定
時
制

通
信
制
総
合
体
育
大
会
に
お
い
て

優
秀
な
成
績
を
収
め
、
陸
上
で
は

3A
の
佐
々
木
龍
昇
君
が
４
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
で
、
1A
の
江
連
幸
鹿
君

が
１
５
０
０
ｍ
で
、
1B
の
大
野
麻

奈
美
さ
ん
が
走
高
跳
と
１
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル
で
、
剣
道
で
は
1A
の
戸

上
友
輝
君
が
８
月
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
た
全
国
大
会
へ
出
場
し
、

貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
第
66
回
栃
木
県
高
等
学
校

定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発

表
会
で
は
、1A
の
江
連
幸
鹿
君
が
、

１
年
生
な
が
ら
も
自
分
の
体
験
談

を
堂
々
と
発
表
し
、
優
良
賞
に
輝

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
第
６
回
栃
木

県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
秋
季

卓
球
大
会
で
は
、
男
子
個
人
で
4B

の
荒
井
大
地
君
が
優
勝
し
、
有
終

の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
宇
工
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
が
、
科
学
技
術
高
校
と
し

て
学
校
全
体
が
さ
ら
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
４
月
の
赴
任
し
た
て
の

頃
は
、
正
門
の
夜
桜
が
と
て
も
美

し
か
っ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

年
末
の
昼
間
、
そ
の
し
だ
れ
桜
に

近
づ
く
と
、
早
く
も
来
春
の
花
芽

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
新
校
移
転

当
時
は
少
し
殺
風
景
な
桜
の
木
で

し
た
が
、
今
で
は
幹
も
一
段
と
太

く
な
っ
て
お
り
、
毎
日
正
門
に
た

た
ず
み
、
雀
宮
で
の
宇
工
の
歴
史

を
正
に
刻
ん
で
い
る
の
か
と
感
じ

ま
し
た
。
定
時
制
課
程
は
２
年
後

昼
夜
間
二
部
制
に
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
新
た
な
年
輪
の
準
備
を
、

皆
で
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
30
年
８
月
24
日
（
金
）
に
、

栃
木
県
足
利
大
学
学
生
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
18
回
高
校
生
も
の
づ

く
り
コ
ン
テ
ス
ト
関
東
大
会
「
木

材
加
工
部
門
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
都
県
の
代
表
者
30
名
が
参

加
し
、
本
校
か
ら
は
、
県
大
会
で

第
18
回
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
関
東
大
会

「
木
材
加
工
部
門
」
に
出
場
し
て

建
築
デ
ザ
イ
ン
科

顧
問  

湯　

本　

実　

成

黒　

㟢　

利　

之

定
時
制
の
活
躍

定
時
制
課
程　

教
頭

村　

上　

英　

二

２
年
連
続
高
校
生
も
の
づ
く
り

コ
ン
テ
ス
ト
「
電
気
工
事
部
門
」

関
東
大
会
出
場

電
子
情
報
科

顧 

顧
問  

三
神　

富
士
男
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（
株
）
関
電
工
、（
社
）
栃
木
県
設

備
業
協
会
電
気
工
事
部
会
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
山
梨
県
甲
府
市
に
あ
る

中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た

関
東
高
校
選
抜
新
人
陸
上
大
会

に
２
０
０
ｍ
と
４
０
０
ｍ
で
出
場

し
ま
し
た
。
栃
木
県
で
は
、
各
種

目
上
位
三
名
の
選
手
が
関
東
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
は

２
０
０
ｍ
で
３
位
、
４
０
０
ｍ
で

２
位
の
成
績
を
得
て
、
出
場
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
私
が
一
年

生
の
時
、
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

に
先
輩
方
と
出
場
し
た
際
は
、
団

体
種
目
で
あ
る
こ
と
と
、
下
級
生

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
安
心
感

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
個
人

種
目
だ
っ
た
た
め
、
緊
張
と
共
に

自
分
が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
い

け
な
い
と
言
う
責
任
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

関
東
大
会
に
出
場
し
た
結
果

は
、
２
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
ど
ち

ら
も
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
予
選
敗
退

と
な
っ
て
し
ま
い
、
と
て
も
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
改
め
て
、

関
東
大
会
決
勝
の
ス
テ
ー
ジ
は
高

い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

　

残
す
大
き
な
大
会
も
僅
か
と

な
っ
て
お
り
、
第
一
に
怪
我
を
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
、
一
日
一
日

の
練
習
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

最
近
で
は
、
人
生
百
歳
構
想
も

当
た
り
前
に
な
って
き
ま
し
た
。
栃

木
県
の
百
歳
を
超
え
た
人
口
も
、

八
百
人
を
超
え
た
よ
う
で
す
。
本

校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、｢

自
分
の

生
き
方｣

を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

進
路
決
定
を
し
て
き
ま
し
た
。
以

下
、
今
年
度
の
実
績
を
ご
報
告
申

し
あ
げ
ま
す
。

就
職

　

求
人
企
業
数
は
、
昨
年
並
み
で

し
た
。
県
内
外
か
ら
、
一、〇
〇
〇

を
越
え
る
求
人
が
あ
り
ま
し
た
。

県
外
か
ら
の
求
人
は
、
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
と
就
職
先
を
比
較
す
る

と
、
県
内
で
の
就
職
者
と
公
務
員

が
増
え
ま
し
た
。

　

第
４
次
産
業
革
命
の
技
術
革
新

が
進
ん
で
い
る
日
本
で
、
本
校
生
徒

を
自
社
の
社
員
と
し
て
迎
い
入
れ
、

有
望
な
技
術
者
と
し
て
育
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う

で
す
。

進
学

　

進
学
は
、
昨
年
度
は
私
立
大
学

が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、
今
年
度
は

専
門
学
校
が
増
え
ま
し
た
。
国
公

立
大
学
に
関
し
て
は
、
推
薦
入
試

の
筆
記
試
験
の
難
易
度
が
あ
が
り
、

英
検
２
級
以
上
の
実
力
が
要
求
さ

れ
る
中
、
横
浜
国
立
大
学
、
新
潟

大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
群
馬
大

学
、
茨
城
大
学
や
北
見
工
業
大
学
、

岩
手
工
業
大
学
、
長
岡
造
形
大
学

な
ど
に
合
格
し
、
工
学
部
改
編
の

宇
都
宮
大
学
に
も
二
名
合
格
と
い

う
こ
と
で
、
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
校

生
活
最
後
の
高
校
総
体
で
は
、
県

予
選
、関
東
予
選
を
必
ず
突
破
し
、

全
国
高
校
総
体
出
場
を
目
指
し
た

い
で
す
。

　

平
成
30
年
度
第
57
回
栃
木
県
高

等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合
体
育

大
会
の
剣
道
男
子
個
人
戦
が
６
月

16
日
に
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校
に

て
行
わ
れ
た
。
戦
い
は
出
場
選
手

７
名
の
総
当
た
り
戦
で
行
わ
れ
、

本
校
か
ら
出
場
の
戸
上　

友
輝
君

が
４
位
の
成
績
で
、
全
国
大
会
の

個
人
戦
と
団
体
戦
に
出
場
す
る
こ

と
が
決
定
し
た
。
全
国
大
会
は
８

月
６
日
に
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
男
子
個
人
戦
は
１
回
戦
敗

退
で
あ
っ
た
。
男
子
団
体
戦
は
29

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
８
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、
戸

上
君
は
、
中
堅
（
先
鋒
、
次
鋒
、

中
堅
、副
将
、大
将
）で
出
場
し
た
。

栃
木
は
対
広
島
、
対
岐
阜
、
対
福

島
に
３
連
勝
し
て
ベ
ス
ト
８
に
進

出
し
た
。
戸
上
君
は
対
福
島
で
勝

利
、対
岐
阜
で
引
き
分
け
る
な
ど
、

得
意
の
「
面
」
で
ポ
イ
ン
ト
を
あ

げ
た
。
そ
の
後
、
勝
ち
残
っ
た
８

チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行

わ
れ
、
栃
木
は
優
勝
候
補
の
神
奈

川
相
手
に
１
勝
２
敗
２
分
け
と
善

戦
し
た
が
、惜
し
く
も
敗
退
し
た
。

　

栃
木
は
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た

ベ
ス
ト
８
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
戸
上
君
は
初
出
場
で
１
年

生
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
な
が

ら
、
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に
調
子

を
上
げ
、
団
体
の
ベ
ス
ト
８
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、
上
級
生

の
格
上
の
相
手
に
力
を
存
分
に
発

揮
し
て
、
引
き
分
け
に
持
ち
込
む

な
ど
、
全
て
の
試
合
に
堂
々
と
し

た
戦
い
ぶ
り
で
非
凡
な
も
の
を
見

せ
た
。
こ
う
し
た
大
会
を
経
験

し
て
得
た
自
信
は
大
き
い
と
思
わ

れ
、
来
年
度
以
降
の
飛
躍
が
楽
し

み
で
あ
る
。

県内 県外 公務員 縁故•自営

H29年度 125 78 11 4
H30年度 139 69 14 0

0
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40

60

80

100

120

140

160

人
数

就職の２年間の内訳

国公立 私立大 小山高専 専修 専門

H29年度 10 63 3 10 17
H30年度 10 54 2 6 26

0

10

20

30

40

50

60

70

人
数

進学の２年間の内訳

進
路
指
導
部
長  

丸
山　

玲
子

平
成
三
十
年
度
の
進
路
に
つ
い
て

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
総
合

体
育
大
会
剣
道
大
会
に
出
場
し
て

定
時
制
課
程

顧
問  

岡　

本　

幸　

二

陸
上
競
技
部

電
子
機
械
科
２
年  
小
林　

英
嵩

関
東
選
抜
新
人

陸
上
競
技
大
会
に
出
場
し
て
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平
成
30
年
度
定
期
総
会
は
、
平

成
30
年
６
月
２
日
（
土
）、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
の
後
、平
成
30
年
度
事
業
案
、

予
算
案
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

会
則
の
改
定
に
つ
い
て
審
議
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
に
宇

都
宮
工
業
高
校
が
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
岡
田
同
窓
会

長
を
中
心
に
１
０
０
周
年
に
向
け

た
事
業
案
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
29
年

度
決
算
報
告

及
び
平
成
30

年
度
予
算
案

を
掲
載
し
ま

し
た
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
系
岩
谷
英
直
先

生
が
小
山
北
桜
高
校
に
、
電
気
情

報
シ
ス
テ
ム
系
の
齋
籐
浩
司
先
生

が
真
岡
工
業
高
校
に
、
定
時
制
清

水
裕
章
先
生
が
足
利
工
業
高
校
に

異
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
工
出
身
の
教
職
員
は
21
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
長
賞
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
高
校

生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
特
別

賞
、
生
徒
会
副
会
長
な
ど
で
活
躍

し
た
環
境
土
木
科
船
山
真
理
さ
ん

に
授
与
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
創
部
70
周
年
を
記

念
し
、平
成
31
年
５
月
26
日
（
日
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
記
念
式

典
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
宇

工
高
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
ま
で
問
い

合
わ
せ
願
い
ま
す
。

　

参
与
の
梅
津
林
造
様
が
昨
年
他

界
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
定
期
総
会
報
告

同
窓
会
事
務
局
の
動
向

同
窓
会
長
賞

サ
ッ
カ
ー
部
70
周
年

訃  

報

平成30年度役員平成30年度役員
会　長
副会長
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

監　査
〃

顧　問
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

参　与
〃
〃
〃
〃
〃
〃

岡　田　義　治
櫻　井　啓　一
甫　坂　茂　樹
福　田　智　恵
常　川　秀　夫
今　井　泰　男
藤　井　弘　一
宇　梶　智　久
亀和田　　　薫
小　林　秀　明
大　橋　　　光
板　橋　一　好
吉　成　健　蔵
福　田　富　一
阿　部　和　夫
猪　瀬　成　男
伊　藤　　　誠
飯　塚　光　雄
中　島　　　宏
小　林　綱　芳
野　尻　政　男
湯　口　忠　文
梅津　林造（ご逝去）
大根田　倭　之
小　平　良　長
渡　邉　勇　雄
蓮　田　裕　一

平成30年度予算
（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　4 , 9 6 4 , 5 0 9 円
支 出 金　4 , 9 6 4 , 5 0 9 円
残 　 金　0 , 0 0 0 , 0 0 0 円

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の 部

■支出の 部

①創立100周年事業費

科　　　目 29年度予算額 30年度予算額 増　減 備　　　　考

科　　　目

収入 1,000,000 支出 0 残高 2,000,000

（単位：円）②基金

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,627,774

足利銀行
50,082,907

日光杉並木基金
20,000,000

９２，７１０，６８１

29年度予算額 30年度予算額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入
基金からの借入金
基金からの振替

計

748,569

3,470,000
　  130,000
1,000,000

0
5,348,569

  409,509

3,450,000
105,000

0
1,000,000
4,964,509

△339,060

 △20,000
△25,000

△1,000,000
1,000,000
△384,060

懇親会参加費、一般会計利子
一時借入金

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
記念碑維持管理費
創立100周年事業費
予 備 費
借入金返済

計

600,000
200,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000

     50,000
1,000,000
98,569

1,500,000
5,348,569

800,000
400,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000

     50,000
1,000,000
314,509
500,000
4,964,509

200,000
200,000

0
0
0
0

        0
0
0

215,940
△1,000,000
△384,060

総会・理事会、資料印刷代
通信費、一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費 
香典、生花
ＨＰ更新料､名簿管理費、サーバー費

基金（足利銀行）に返済

全10,000×320人=3,200,000
定10,000×  25人=  250,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、
同窓会長賞、同窓会奨励賞等

平成29年度収支決算報告

監 査 報 告

（1）一般会計

（2）その他

収 入 金　5 , 3 8 3 , 8 2 1 円
支 出 金　4 , 9 7 4 , 3 1 2 円
残 　 金　　4 0 9 , 5 0 9 円

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

■収入の部

■支出の部

①基金

科　　　目 予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

科　　　目

基金合計

金融機関名 栃木銀行
22,626,074

足利銀行
51,582,907

日光杉並木基金
20,000,000

９４，２０８，９８１

予 算 額 決 算 額 増　減 備　　　　考

繰 越 金

永久会員費
雑 収 入
基金からの借入金

計

748,569
3,470,000
130,000
1,000,000
5,348,569

748,569
3,460,000
175,252
1,000,000
5,383,821

0
△10,000  
45,252

0
35,252

一時借入金

会 議 費
事務局運営費
渉 外 費
事 業 費
教育活動後援費
慶弔・慶祝費
同窓会ＨＰ管理費
記念碑維持管理費
創立100周年事業費
予 備 費
借入金返済

計

600,000
200,000
100,000
1,300,000
300,000
100,000
100,000
50,000

1,000,000
98,569

1,500,000
5,348,569

612,455
34,724
10,000

1,299,651
359,244
26,200
82,038
50,000

1,000,000
0

1,500,000
4,974,312

12,455
△ 165,276
△ 90,000
△ 349
59,244

△ 73,800
△ 17,962

0
0

△ 98,569
0

△ 374,257

総会・理事会、資料印刷代
名簿管理費、通信費、一般備品
母校歓送迎会寸志等

教育活動後援費
香典、生花
ＨＰ更新料、名簿管理費、サーバー費

基金（足利銀行）へ返済

全10,000×318人=3,180,000
定10,000×  28人=  280,000

卒業記念品、同窓会報、餞別金、同窓
会長賞、同窓会奨励賞等

一般会計利子、総会参加者会費
卒業生による学校への寄付等

　母校において、関係諸帳簿・領収書・通帳等と照合の結果、予算の執行・
記帳・その他について、正確であり誤りのないことを証明します。

　　　　平成30年4月28日　　　　　監査


